
研究班番号【４５】

人を惹きつける本帯の条件とは

国語班：菊池　萌花、国広　瑠衣

要約
本研究の目的は、買い手に購買意欲を最も掻き立てられる本帯の条件を、PASONAの法則と本帯の４つの

型を用いて定義することである。本研究では、本帯の文章にはPASONAの法則はビジネス書以外用いられて

おらず、本帯の4つの型によって分類した。結果として、雰囲気型が最も多く用いられており、続いて剛速球

型、説明型の順に多く用いられていることがわかった。また、雰囲気型と剛速球型を併用した文章も多く見ら

れた。人の興味をより惹きつける本帯は、雰囲気型と剛速球型の文章を用いて作ることができる。

１．はじめに
読書に関連する研究テーマを考えていた際に、読書についてのアンケートの統計結果を記載した記事を

見つけた。その中の問いの一つである『本を買うきっかけは？』(2012年10月５日〜10月11日/3299人対象/複

数選択可)という質問に対して、全体の約48%が「書店で何となく」と回答し、最も多くの割合を占めていた。

我々はこのことに興味を持ち、上記の結果となった理由を考えた。購入する本が具体的に決まっていない人

が購入するものを選択する際、一般的に注目されるのは書店に設置された、本の宣伝文や紹介文である。そ

こで私達は、宣伝文や紹介文の代表例とされる、「本帯」に焦点を当て、本帯が購買者にどのような影響を与

えるのかということについて研究することにした。（今回の研究では、買い手が平積みまたは本棚に立てかけ

ている本の帯を見ることを前提とするため、ここでの研究対象はすべて本帯の表面に記載された文章のみと

する）

２．研究手法
　　本帯に記載されている文章の種類を4種類に分ける。

　　それに加え買い手の購買意欲向上に必要とされる条件であるPASONAの法則を無作為に選出し　　た約120

冊の本帯に当てはめ、合致した条件の結果を元に考察し、人の興味を惹きつける（購買意欲　を高める）文章の

条件を調べる。

本帯の４つの文章

　①剛速球型（売上やメディア化に関する情報を記載）

　　ex)「9カ国で累計80万部突破！」「全米が泣いた」

　②説明型（端的に作品のジャンルや話の内容等を説明する）

　　ex)「超本格ハードSF」「新人賞受賞の気鋭が放つ」

　③雰囲気型（作品内に登場するセリフや詩的な表現等で魅力を伝える）

　　ex)「『今から晴れるよ』」

　④推薦型（著名人からの推薦文やサイト内の口コミを記載）

　　ex)「○○氏推薦！...（以下寄稿文が続く）」

PASONAの法則

　経営コンサルタントの神田冒典氏が提唱する、マーケティングにおける買い手の購買意欲を高める６つの文章

技術のこと。

　Problem : 問題

　　ex)「最近、肌のくすみが気になってきたと感じませんか？」

　Affinity : 親近感

　　ex)「いつまでも若さを保つ友人を羨ましい...と感じたことはありませんか？」

　Solution : 解決策

　　ex)「乾燥肌さんのためのオールインワンジェルがついに登場！これさえあればもう安心です」

　Offer: 提案



　　ex)「通常価格2980円ですが、実は無料お試しプランをご用意しております」

　Narrowing down : 絞り込み

　　ex)「無料お試しプランは、本ページをご覧になられているお客様から先着100名様のみ受け付けております」

　Action : 行動

　　ex)「お試しはこちらから！無くなる前に今すぐお申し込みください！！」

　

３．結果
　４種類に分けた本帯の中だと、③雰囲気型が最も多く、④推薦型が最も少なかった。　また、本帯に記載さ

れている文字数が多いほど多くの種類の文章が確認でき、ワンフレーズのみの記載だと③が最も多く選出さ

れていた。

２つ以上の種類を用いているものだと、①剛速球型③雰囲気型の２つが最も多かった。

PASONAの法則を反映していると思われるものは、ビジネス関係の書籍以外には殆ど見られなかった。

４．考察
４種類に分けた本帯の種類の中で、④推薦型が最も少なかった理由としては寄稿依頼の際にかかる依頼

料等の問題が考えられる。

またPASONAの法則を使用していた書籍がビジネスや政治関連の書籍の本帯にみられ、小説等には確認で

きなかった理由として、小説はビジネス書よりも読者の性別や年齢、職種を意図的に設定して販売することが

少なく、ポスティング等を用いてターゲット層を絞ることを前提として使用されるPASONAの法則を反映しにくい

と思われる。

５．結論
本帯に記載されている文章は大きく４つに分類することができた。それらはどれも違う視点から本の持つ魅

力を端的に買い手に伝えることができ、購入のきっかけに繋がっている。

また今回の研究では、どのジャンルに関わらず①剛速球型③雰囲気型の組み合わせが最も多かったこと

から、売上や賞の受賞等の具体例を用いて実績を伝えるものと、抽象的な言葉選びで書籍の内容を伝えるも

のを同時に記載することが購買意欲を高めることに効果的だと言える。

ただ本研究では約100冊ほどの本帯の文章を分析し考察しただけであり、売上や刷数を比較するといった

調査は行っていないため、どのような本帯の文章が購買意欲を高めるのか、つまりどのように売上の上昇に繋

がっているのかという疑問の答えはまだ導かれていないと言える。
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